
真
宗
寺
院
に
伝
来
す
る
親
鸞
の
伝
記
資
料

ー
下
益
城
郡
美
里
町
恵
照
寺
蔵
『
親
鸞
聖
人
御
因
縁
』

平
成
十
九
年
九
月
、
熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室
の

調
査
活
動
へ
の
同
行
が
許
さ
れ
、
同
県
下
益
城
郡
美
里
町
に
所
在
す

る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
恵
照
寺
の
蔵
書
を
拝
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
。
同
寺
の
蔵
書
は
主
に
江
戸
期
の
仏
書
の
版
本
を
中
心
に
形
成
さ

れ
て
い
る
が
、
江
戸
期
の
写
本
類
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
で
、
本

稿
で
は
写
本
の
中
で
偶
目
し
た
二
点
の
典
籍
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告

し
た
い
。

―
つ
は
『
親
鸞
聖
人
御
因
縁
』
と
内
題
に
記
さ
れ
る
も
の
で
、
写

本
一
冊
、
縦
二

0
・
三
糎
、
横
一
五
・
八
糎
、
料
紙
は
厚
手
の
椿
紙
で

全
十
三
丁
、
表
紙
は
本
文
と
共
紙
で
外
題
は
無
い
。
現
在
は
ノ
ド
を

糸
で
止
め
て
い
る
が
、
本
来
の
装

T
は
粘
葉
装
で
あ
る
。
本
文
は
漢

字
片
仮
名
ま
じ
り
の
大
き
め
の
字
体
で
書
写
さ
れ
て
お
り
、
各
漢
字

に
は
す
べ
て
片
仮
名
の
振
り
仮
名
が
施
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
等
は
無

い
が
、
使
用
し
て
い
る
片
仮
名
の
字
体
や
料
紙
の
調
子
等
か
ら
判
断

し
て
、
江
戸
初
期
以
前
、
室
町
後
期
の
書
写
に
か
か
る
可
能
性
が
あ

り
、
今
回
拝
見
す
る
こ
と
の
で
き
た
典
籍
の
中
で
は
最
も
書
写
年
代

が
古
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

内
容
は
、
そ
の
内
題
に
も
あ
る
よ
う
に
専
修
念
仏
の
開
祖
法
然
の

弟
子
で
あ
る
親
鸞
の
行
実
、
と
り
わ
け
結
婚
に
関
す
る
も
の
で
、
法

然
の
信
者
・
外
護
者
で
あ
り
当
時
の
政
界
の
実
力
者
で
あ
っ
た
月
輪

関
白
九
条
兼
実
（
本
書
の
中
で
は
「
月
ノ
輪
ノ
法
皇
」
と
表
現
さ
れ

て
い
る
）
の
娘
「
玉
日
」
と
親
鸞
が
結
婚
す
る
に
至
る
顛
末
を
記
し

て
い
る
。

兼
実
は
、
法
然
の
よ
う
な
清
僧
の
念
仏
と
自
分
の
よ
う
な
在
家
人

の
念
仏
に
差
別
が
無
い
と
い
う
な
ら
ば
、
法
然
の
弟
子
で
「
一
生
不

犯
」
の
僧
を
賜
り
自
分
の
娘
と
結
婚
さ
せ
た
い
と
法
然
に
迫
る
。
そ

れ
に
対
し
て
法
然
は
善
信
房
（
親
鸞
）
を
指
名
す
る
が
、
親
鸞
は

今
ま
で
保
っ
た
禁
戒
を
破
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
難
色
を
示
す
。
法

然
は
、
親
鸞
が
法
然
の
弟
子
と
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
六
角
堂
の

ぜ

救
世
菩
薩
の
示
現
の
文
「
行
者
宿
報
説
女
犯
、
我
成
玉
女
身
被
犯
、

一
生
之
間
能
荘
厳
、
臨
終
引
導
生
極
楽
」
に
任
せ
て
「
落
堕
」
（
結
婚
）

せ
よ
と
親
鸞
に
促
す
。
親
鸞
は
、
今
ま
で
秘
密
に
し
て
い
た
示
現
の

文
を
法
然
が
一
字
一
句
知
っ
て
い
た
こ
と
に
驚
愕
し
て
決
意
し
、
「
法

皇
第
七
ノ
姫
宮
玉
日
ノ
宮
」
と
結
婚
し
た
。
法
然
は
そ
の
玉
日
を
見

及
び

『
御
絵
伝
詳
解
』
に
つ
い
て
ー

湯

谷

祐

三
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て
「
子
細
ナ
キ
坊
守
ナ
リ
」
と
褒
め
た
と
い
う
。
現
在
に
至
る
ま
で

真
宗
道
場
主
の
妻
は
「
坊
守
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
本
書
は
「
坊
守
」

呼
称
の
縁
起
諏
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
本
書
の
内
容
は
「
史
実
」
に
照
ら
し
て
ど
う
だ
ろ
う

か
。
先
ず
親
鸞
自
体
が
当
時
の
貴
族
の
日
記
類
等
の
客
観
的
資
料
に

全
く
言
及
さ
れ
ず
、
明
治
期
に
は
一
時
そ
の
実
在
す
ら
疑
わ
れ
た
こ

と
か
ら
も
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
、
親
鸞
と
兼
実
娘
「
玉
日
」
の
結
婚

を
実
証
す
る
よ
う
な
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

も
そ
も
「
至
日
」
の
存
在
も
そ
れ
を
証
す
る
も
の
は
何
も
無
い
し
、

関
白
九
条
兼
実
を
「
法
皇
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
記
述
者
の
認
識
の
程

度
を
疑
う
に
十
分
で
あ
る
。
南
北
朝
期
に
原
型
の
編
纂
が
さ
れ
た
と

い
う
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
至
日
の
記
載
が
あ
る
が
、
研
究
者
は
こ
れ

を
後
世
の
窟
入
と
み
な
し
て
い
る
。

か
よ
う
な
次
第
で
、
現
在
で
は
兼
実
娘
「
至
日
」
と
親
鸞
の
結
婚

諏
は
「
史
実
」
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
に
―
つ
の
面
白

い
事
実
が
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
な
明
治
期
の
「
親
鸞
非
実
在
説
」

に
刺
激
さ
れ
た
形
で
、
そ
れ
ま
で
真
宗
各
本
山
の
秘
庫
に
眠
っ
て
い

た
親
鸞
自
筆
を
含
む
多
数
の
資
料
が
紹
介
・
公
開
さ
れ
、
親
鸞
の
思

想
や
行
実
に
関
す
る
研
究
は
飛
躍
的
に
進
展
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
中
で
真
宗
高
田
派
本
山
専
修
寺
に
伝
来
す
る
親
鸞
の
子
慈
信
房
善

鸞
宛
親
鸞
消
息
（
所
謂
「
善
鸞
義
絶
状
」
）
は
興
味
深
い
文
言
を
有

し
て
い
る
（
日
本
古
典
文
学
大
系
八
二
、
一
八
三
頁
参
照
）
。
そ
の
中

で
親
鸞
は
、
善
鸞
が
一
般
に
鋭
鸞
の
妻
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
恵

ま
、
は
、

信
尼
の
こ
と
を
「
継
母
の
尼
」
と
表
現
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
善
鸞
は
恵
椙
尼
の
実
子
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
親
鸞
に
は
現
在
一
般
に
親
鸞
の
妻
と
し
て
知
ら
れ
る
恵
信
尼
以

外
に
も
妻
が
存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
恵
信
尼
以
外
の
親
鸞
の
妻
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
上

の
事
は
全
く
何
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
勿
論
こ
れ
を
兼
実
娘

「
玉
日
」
に
結
び
つ
け
る
徴
証
は
何
も
無
い
。
『
親
鸞
聖
人
御
因
縁
』

に
記
す
兼
実
娘
と
の
結
婚
讀
は
、
親
鸞
の
出
自
を
高
め
る
た
め
に
創

作
さ
れ
た
説
話
と
お
ぽ
し
い
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
何
時
、
何
処
で
、
誰
が
こ
う
し
た
説
話
を
創
作
し
た

の
か
。
こ
の
「
御
因
縁
』
に
つ
い
て
先
駆
的
な
研
究
を
行
っ
た
宮
崎

圃
遵
氏
は
、
様
々
な
徴
証
を
検
討
し
て
、
『
御
因
縁
』
が
初
期
真
宗

門
徒
の
一
流
で
あ
る
荒
木
門
徒
の
手
に
よ
り
成
っ
た
も
の
で
、
そ
の

成
立
は
、
親
鸞
の
曾
孫
覚
如
に
よ
る
本
格
的
な
親
鸞
伝
記
で
あ
る
永

仁
三
年
（
―
二
九
五
）
成
立
の
『
規
鸞
聖
人
伝
絵
」
よ
り
も
更
に
先

行
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
同
氏
著
作
集
第
七
巻

参
照
）
。
つ
ま
り
親
鸞
没
後
半
世
紀
を
経
て
い
な
い
関
東
に
お
い
て

「
御
因
縁
』
の
よ
う
な
「
親
鸞
伝
説
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う

の
で
あ
る
。

宮
崎
氏
は
『
御
因
縁
』
の
伝
本
に
つ
い
て
、
「
室
町
中
期
」
と
す

る
写
本
を
数
点
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
拝
見
し
た
恵
照
寺
本
も
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そ
う
し
た
写
本
に
類
す
る
一
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
テ
キ
ス
ト

と
し
て
は
同
氏
が
全
文
を
掲
載
し
て
い
る
摂
津
小
浜
竜
摂
寺
本
と
ほ

ぽ
同
一
で
あ
る
。

親
鸞
に
関
す
る
史
実
や
説
話
を
豊
富
に
胚
胎
し
、
門
弟
も
多
数
活

動
す
る
親
鸞
滞
在
の
地
関
東
を
し
ば
し
ば
訪
れ
、
そ
れ
ら
を
貪
欲
に

吸
収
し
自
ら
の
立
場
か
ら
取
捨
選
択
を
加
え
て
新
た
な
親
鸞
伝
を
編

纂
し
た
の
が
、
前
述
の
親
鸞
曾
孫
覚
如
で
あ
る
。

親
鸞
の
墓
所
に
由
来
す
る
本
願
寺
の
地
位
向
上
に
奔
走
し
て
い
た

覚
如
は
前
記
恵
信
尼
の
直
系
で
あ
り
、
そ
の
編
纂
す
る
『
伝
絵
」
で

は
「
玉
日
」
も
含
め
て
恵
信
尼
以
外
の
妻
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。

彼
の
言
説
は
そ
の
立
場
上
所
謂
「
本
願
寺
中
心
史
観
」
と
な
る
こ

と
は
や
む
を
得
な
い
が
、
学
識
豊
か
で
文
芸
的
な
才
能
を
有
す
る
覚

如
の
手
に
な
る
『
伝
絵
』
は
、
本
願
寺
教
団
の
教
線
の
拡
大
に
も
伴
っ

て
、
他
流
の
伝
を
圧
倒
し
て
親
鸞
伝
の
「
定
本
」
た
る
地
位
を
獲
得
し
、

東
西
本
願
寺
及
び
そ
の
門
流
に
お
い
て
は
、
親
鸞
の
忌
日
報
恩
講
の

期
間
に
、
こ
の
『
伝
絵
』
に
基
づ
く
絵
伝
を
掛
け
て
、
そ
の
テ
キ
ス

ト
を
奉
読
す
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
て
き
た
。

『
親
鸞
聖
人
伝
絵
』
は
、
覚
如
に
よ
る
文
字
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
「
伝
」

と
そ
れ
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
「
絵
」
が
一
体
と
な
っ
た
絵
巻
物
で

あ
っ
た
が
、
現
在
一
般
的
に
見
ら
れ
る
形
態
は
、
文
字
テ
キ
ス
ト
だ

け
の
冊
子
本
と
絵
だ
け
の
掛
幅
絵
伝
（
四
幅
が
標
準
）
で
あ
り
、
前

記
報
恩
講
に
お
い
て
は
、
絵
伝
を
掛
け
て
、
そ
の
前
で
伝
を
奉
読
す

る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
絵
伝
は
一
寺
に
一
組
は
あ
る
と
い
う
ぐ

ら
い
に
広
く
流
布
し
て
い
る
が
、
そ
の
各
幅
各
段
の
個
々
の
図
像
に

つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
た
の
が
、
今
回
報
告
す
る
も
う
―
つ
の
典
籍

で
あ
る
。

恵
照
寺
蔵
『
御
絵
伝
詳
解
』
写
本
一
冊
、
縦
―
―
六
・
一
糎
、
横

一
七
・
六
糎
、
料
紙
は
椿
紙
で
全
―
―
十
三
丁
、
奥
書
に
は
「
文
政

十
二
己
丑
之
歳
初
冬
上
溜
第
一
日
書
於
自
坊
北
基
之
軒
、
碧
水
比
丘

若
濠
湛
寧
記
」
と
あ
り
、
文
政
十
二
年
(
-
八
二
九
）
若
濠
に
よ
り

書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

各
段
に
つ
い
て
、
絵
伝
の
画
面
構
成
を
そ
の
ま
ま
図
絵
し
、
そ
こ

に
描
か
れ
て
い
る
一
々
の
事
物
の
名
称
を
記
す
と
共
に
、
教
学
的
意

味
合
い
ま
で
も
詳
細
に
傍
記
し
て
お
り
、
絵
伝
の
「
図
解
」
と
し
て

誠
に
興
味
深
い
。
一
例
と
し
て
、
先
の
「
御
因
縁
」
で
記
さ
れ
た
「
六

角
堂
夢
想
」
の
段
の
図
様
を
見
る
と
、
数
あ
る
親
鸞
絵
伝
の
中
で
も
、

康
永
二
年
(
-
三
四
三
）
に
七
十
四
歳
の
覚
如
が
改
訂
の
手
を
加
え

た
「
伝
絵
』
に
由
来
し
、
そ
の
後
の
本
願
寺
系
親
鸞
絵
伝
の
定
型
と

な
っ
た
「
康
永
本
」
系
統
の
絵
伝
の
図
像
と
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（
日
本
の
美
術
四
一
五
「
絵
巻
親
鸞
聖
人
絵
伝
」
参
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照）。康
永
本
で
は
堂
内
の
本
尊
に
向
か
っ
て
左
側
に
三
人
の
人
物
が
横

に
な
り
眠
っ
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
三
人
に
つ
い

て
『
御
絵
伝
詳
解
』
は
上
か
ら
「
円
照
・
法
然
・
善
信
」
と
記
し
て

い
る
（
円
照
は
九
条
兼
実
の
出
家
名
）
。
と
こ
ろ
が
、
覚
如
の
『
伝
絵
」

の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
こ
の
段
に
円
照
や
法
然
は
登
場
せ
ず
、
あ
く
ま

で
も
善
信
（
親
鸞
）
一
人
が
参
籠
し
て
い
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
『
詳
解
』
の
図
像
解
釈
は
『
伝
絵
』
の
テ
キ
ス
ト
だ
け
で

は
説
明
が
つ
か
ず
、
『
伝
絵
』
以
外
の
資
料
を
援
用
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
段
の
場
合
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
秘

密
に
し
て
い
た
救
世
菩
薩
の
示
現
文
を
法
然
が
知
っ
て
い
た
と
い
う

記
事
を
含
む
『
御
因
縁
』
の
ご
と
き
テ
キ
ス
ト
を
踏
ま
え
た
上
で
の

解
釈
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

親
鸞
絵
伝
の
図
像
解
釈
の
世
界
に
お
い
て
は
、
定
本
化
し
た
本
願

寺
覚
如
の
「
伝
絵
』
が
他
の
親
鸞
伝
の
伝
承
を
一
掃
し
た
と
い
う
訳

で
は
な
く
、
『
御
因
縁
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
「
非
公
認
」

の
伝
承
も
脈
々
と
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

中
枇
の
真
宗
教
団
は
、
親
鸞
の
絵
伝
の
み
な
ら
ず
、
法
然
の
生
涯

を
描
く
『
拾
遺
古
徳
伝
』
、
聖
徳
太
子
の
生
涯
を
描
く
『
聖
徳
太
子

絵
伝
』
、
信
濃
善
光
寺
の
縁
起
を
描
く
『
善
光
寺
如
来
絵
伝
』
な
ど

多
数
の
絵
伝
類
を
精
力
的
に
制
作
し
て
、
絵
解
き
な
ど
の
布
教
に
利

用
し
て
お
り
、
室
町
期
以
降
の
本
願
寺
蓮
如
の
「
御
文
章
」
（
所
謂
「
お

ふ
み
」
）
や
掛
幅
の
「
名
号
」
軸
等
と
共
に
、
ち
ょ
う
ど
現
代
の
メ

デ
ィ
ア
戦
略
に
相
当
す
る
よ
う
な
分
野
で
当
時
の
最
先
端
を
行
き
、

そ
れ
が
教
線
の
爆
発
的
拡
大
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら

れ
る
。『

国
書
総
目
録
』
に
は
『
御
絵
伝
詳
解
』
と
全
同
す
る
書
名
の
典

籍
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
類
す
る
書
名
は
写
本
・
版
本

と
も
少
な
か
ら
ず
収
録
さ
れ
て
お
り
、
恵
照
寺
蔵
『
詳
解
」
の
内
容

を
検
討
す
る
に
は
、
そ
れ
ら
と
の
比
較
作
業
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
朱
を
交
え
た
細
字
で
詳
細
な
説
明
の
書
き
込
ま
れ
た

恵
照
寺
蔵
『
御
絵
伝
詳
解
』
は
、
絵
伝
の
図
像
解
読
に
精
力
を
傾
注

し
た
書
写
者
で
あ
る
同
寺
若
濠
師
の
、
祖
師
親
鸞
の
行
実
に
対
す
る

飽
く
な
き
探
求
心
の
発
露
で
あ
り
、
絵
伝
類
の
研
究
と
鑑
賞
、
そ
し

て
拝
観
と
賛
嘆
に
は
、
図
像
の
精
密
な
解
読
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
現
代
の
我
々
に
訴
え
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
貴
重
な
蔵
書
の
調
査
閲
覧
を
御
快
諾
賜
り
ま
し
た
恵
照

寺
御
住
職
、
調
査
へ
の
同
行
を
許
さ
れ
御
便
宜
を
お
計
り
い
た
だ
い

た
熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室
、
恵
照
寺
蔵
書
調
査
の

先
鞭
を
つ
け
ら
れ
幅
広
く
御
教
示
い
た
だ
い
た
美
里
町
文
化
財
保
護

委
員
、
長
井
勲
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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①御因縁冒頭部

②御伝絵詳解（六角堂参籠段）

③康永本絵伝（六角堂参籠段）
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